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 2011 年は、ぼくにとってとってもいい年でした。なぜかと言うと、日本に行けたから

です。ぼくは、三年目にして日本りゅう学しけんにうかることができました。 

 日本のようなとおいところにりょうこうしたことがなかったので、日本に行くときはか

なりきんちょうしていました。しゅっぱつの日はじゅんびでとてもいそがしかったのです

がおもしろいこともありました。それは、ぼくの母がおみやげを１０キロいれるかわりに、

日本のおみやげを２０キロもたのんだのです。 

 そのあと、ブラジリアのひこうじょうに行ってタグアチンガ日本語学校のひろゆきとア

ライアンス日本語学校のひろくんとあって、すぐしゅっぱつの時間になりました。かぞく

とわかれたときはしんぞうがどきどきし、なきそうになりました。 

 ひこうきにのってサンパウロにつきました。サンパウロでほかのみんなとごうりゅうし

ました。そこで四時間まって、フランクフルトで六時間まちました。日本についたときは、

みんなすごくつかれていました。 

 JICA のいじゅうセンターでは、せわをしてくださる水上先生とあいました。その先生に

あいさつしたあと、先生がへやをあんないをしてくれました。 

 しょにちは、じさぼけがけっこうあって、すごくねむかったのですが、すぐになれまし

た。けんしゅうで一ばんたのしかったのは、わしとおはしをつくるじゅぎょうでした。あ

と、ぼくはロボットにもきょうみがあったので、ロボットのプログラミングのじゅぎょう

もとてもおもしろかったです。 

 日本でのしゅうまつには、ぼくのおじさんのうちに行きました。そこで、ラーメンやお

すし、やきにくなど、日本のおいしい食べものを食べたり、あきはばらでカメラなどかい

ものをしました。そして、東京モーターショーにも行って、たくさんきれいな車を見まし

た。 

 けんしゅう中、しんかんせんできょうとまで行って、わかやまでホームステイもしまし

た。そこでとてもいいかぞくにあいました。そのかぞくと山へゆきを見に行って、はじめ

てゆきにさわりました。てぶくろをしていなかったので、手がこおりそうでした。ゆきが

っせんをしたりして、ゆきをたのしみました。ぼくはそのかぞくとあえて、ホームシック

だったのがなくなりました。 

 ホームステイ先から京都へもどって、お寺やじんじゃを見に行きました。きんかくじは

とてもきれいでしたが、その日はかぜがあって、水にうつったきんかくじが見られなくて



ざんねんでした。さいごは、わがしづくりもたいけんしました。じぶんでつくったわがし

のあじはさいこうでした。 

 今は、このさくぶんをかきながら、日本へ来ることができて本当によかったなぁとおも

っています。この先、また日本にこれるようにもっとべんきょうをがんばりたいとおもい

ます。そして、このつぎは日本でともだちをもっとつくりたいです。 


